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１． 研究計画の概要 

(1)近年豚インフルエンザ、鳥インフルエンザ、
ＳＡＲＳ，ＡＩＤＳなどのウイルス感染症や
アフリカ、南アメリカ各国のマラリアなどの
原虫感染症、最近増加の一途をたどっている
結核さらに高齢化に伴う痴呆症の増加など
は国際的社会問題であり、これらウイルスや
マラリア、アルツハイマー病に対する治療薬
の開発は緊急課題である。本研究はこのよう
な背景の下、マダガスカルおよびケニアの伝
承薬薬用植物や未利用薬用植物に注目し、そ
れらの市場調査および採集を行い、これらか
ら生物活性物質を単離、構造決定し、薬理活
性試験を実施し、天然物から人体にやさしい
医薬原料の供給および医薬品を創成するこ
とを目的とする。 

(2)①マダガスカルにおいて抗菌、抗黴、抗マ
ラリア、抗ウイルス薬用植物として使用され
ている Cannelaceae 科 Cinnamosma 属 C. 
fragrans, C. madagascariensis, C. 
macrocarpa などの首都での市場調査とモラ
マンガ、ペリネ、マジャンガ地方にてそれら
を採集する。また同時に他の薬用植物、ウリ
科 、 Cussonia 属 、 Combretum 属 , 
Helichrysum 属 、 Phyllarthron 属 、
Gomphocarpus 属各種および各種苦味およ
び辛味を有するマダガスカル固有の蘚苔類
の採集を行う。 

②ケニア，キナコンブ周辺で抗菌、抗黴活性
および抗ウイルスや抗マラリア、リシューマ
症 に 用 い ら れ て い る Canneliacae 科
Warburgia 属植物の市場調査と採集、ショウ
ガ属、タデ属、カヤツリグサ属各種の市場調
査および採集、未利用蘚苔類各種の探索を行
う。 

(3)得られる各種薬用植物および蘚苔類は日
本に輸入あるいは現地にて粉砕、溶媒抽出、
水蒸気蒸留を行い、抽出物をえる。各種活性
指標を用いた単離操作により、生理活性物質
を単離、構造決定および抗インフルエンザ、
抗マラリア、抗がん、抗菌、抗黴、抗アルツ
ハイマー活性試験を行う。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) マダガスカルおよびケニア薬用高等植
物：各種薬用植物のうち特に根、葉、茎に強
烈 な 辛 味 を 有 す る マ ダ ガ ス カ ル 産
Cinnamosma fragrans, C. 
madagascariensis, C. macrocarpa およびケ
ニア産Ｗarburgia ugandensis より強烈な辛
味物質をＨＰＬＣを駆使し単離、６００ＭＨ
ｚＮＭＲで構造決定した、また得られた辛味
成分をザペックペプトン培地でクロカビ
(Aspergillus niger)を用いて微生物変換し動
植物群に共存するラクトン類をえた。辛味物
質はドリマン型セスキテルペンジアルデヒ
ド類で本物質はグラム陽性菌に対し強い抗
菌、真菌類に対し抗黴活性、淡水魚に対して
強烈な溶血活性、またグルコーシダーゼ阻
害活性を有することが判明した。前述の各属
から得られたフラボノイドやトリテルペン
は単独では抗菌活性がないものの、これらを
混合すると活性が著しく上昇することを初
めて見出した。一方蘚苔類、特にゼニゴケ類
やハネゴケ属には極めて得意なビスビベン
ジル類、例えば、マルカンチン類、イソリカ
ルジン、リカルジンＣなどを含有し、特に前
者２つの化合物は市販抗がん剤パキシタキ
セルと同様にチュブリン重合阻害活性を示
し、新規抗大腸がん活性を示し、後者は核内
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受容体ＬＸＲの選択的アゴニストであるこ
と、in vivo 試験においても中性脂肪を上昇さ
せることなく肥満抑制のあることが証明で
きた。 

 

３．現在までの達成度 

①おおむね順調に進展している。 

マダガスカルでの薬用植物市場調査および
採集、活性試験に関しては当研究室にマダガ
ス カ ル 出 身 の 博 士 研 究 員 Dr. Liva 
Harinantenaina および同氏の家族、現地アン
タナリブ研究所のスタッフならびに天然物
化学研究所、マダガスカル政府財務省の協力
をえて実施した。バウバブなどマダガスカル
固有の薬用植物の首都アンタナリブで市場
調査を行い、薬用高等植物３０数種、蘚苔類
２０数種を輸入し、多数のテルペノイド、フ
ェノール性ビスビベンジル類を単離、構造決
定、薬理活性試験を行った。前年度２月に３
回目の現地探索を計画し、出発１週間前に、
反政府住民が暴徒化し、首都で放火、公共施
設占拠。６００人以上の市民が死亡するなど
の最悪事態となり、急遽、レユニオン経由で
再出発を計画したが、マダガスカル空港閉鎖
が伝えられ、前年度の現地探索は中止せざる
を得なかった。本年度もう一度計画を立て直
して、現地調査を行う。ケニア産薬用植物探
索では当研究室にＪＩＣＡから派遣博士研
究員としてケニア医学研究所から来ていた
医薬品研究所長 Dr. G. Rukunga 氏の協力を
えて、同国で抗マラリア、抗ウイルス活性を
有する Warburgia ugandensis の幹、樹皮、
茎、葉の粉末が送られ、これらから薬理活性
物質ワルブルガナールを同定した。本物質も
強烈な抗菌，抗腫瘍活性を有することを見出
した。ケニアも同様に情勢不安が続いていて、
特に当初予定したケニア山周辺は極めて危
険であるため、市場調査や採集はキナコンブ
周辺およびナイロビ郊外を予定している。 
４．今後の研究の推進方策 
現在も２回の現地で採取した試料の研究を
続行しているが、今年度は両国の香草薬用植
物に焦点を絞り、精油の薬理活性試験を行う。
本年度は事業最終年度になるので、これまで
の成果をまとめ得られた各化合物の医薬資
源としての可否を追求すると同時に研究内
容を公表する。 
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